
入院患者の転倒転落によるインシデント影響度分類 

レベル 4 以上の発生率

指標の意義・目的 

患者さんが転倒・転落に至るのは、入院そのものがもたらす環境の変化や疾病・治療・手術の影響によるものなど、

原因はさまざまです。インシデント影響度分類レベル 4以上とは損傷レベルの高いもの（手術や大きな処置を必

要とする）を指します。この指標は、病院として転倒・転落予防の取り組みを効果的に行えているかどうかを表す指

標になります。 
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【参考値】日本病院会QIプロジェクト平均値
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分母対象患者数

当院転倒転落発生率

【参考値】日本病院会QIプロジェクト平均値（500床以上）



算出定義 

分子：分母のうち、医療安全管理部門へインシデント・アクシデント報告が提出された入院中の転倒・転落件数

のうち、インシデン損傷レベル 4以上の件数を分子とする。 

分母：入院患者延べ数 
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